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Top InterviewＥストアーの理念
Corporate Philosophy

Corporate PhilosophyCorporate Philosophy

1
インターネットがもたらすチカラにより

時代は「大、多、力、量」から

「小、少、心、質」へ。

小さな会社が小ロットの商品でも

「心と品質」で売れる時代となり

そこにひとが集まり始める……。

ウェブショップだからこそ

日本中が幸せになります。

日本中をウェブショップ
だらけにする

2
お金を払う相手が悦ぶことこそ

自分がトクできる。それが商いの基本。

人気がある商品や良いものごと

心地良いサービスなどは

お客様が笑顔になるだけでなく

必ず「いいね！」と、心から宣伝してもらえる。

お客様の笑顔イコール商いとなり

その結果、経済が動き、私達も儲かります。

お客様の笑顔が
自分の宝物である

3
インターネットがもたらした、もうひとつの功績。

それは、企業やマスメディアの発信する情報が

ある一偏に過ぎない、と気づかせてくれたこと。

情報の多様化と、個人発信、自由な発言

そして、それを一瞬で大量にシェアできる仕組みが

情報経済をリードする世の中に変わりました。

今や、人々のもつ情報と意見が

消費行動の圧倒的主導権を握り、主催者が居ない

ネットの総合メディアが、経済を動かすようになっています。

事業をとおして
日本経済を活性するインターネットがもたらした、もうひとつの功績。

それは、企業やマスメディアの発信する情報が

ある一偏に過ぎない、と気づかせてくれたこと。

情報の多様化と、個人発信、自由な発言

そして、それを一瞬で大量にシェアできる仕組みが

情報経済をリードする世の中に変わりました。

今や、人々のもつ情報と意見が

消費行動の圧倒的主導権を握り、主催者が居ない

ネットの総合メディアが、経済を動かすようになっています。

事業をとおして
日本経済を活性する
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トップインタビュー
Top Interview

システム事業で培ったノウハウをマーケティング事業の拡大へ
生かすための取り組みを積極的に進めてまいります

業利益5億51百万円、経常利益5億54百万円、当期純
利益3億23百万円と、減収減益となりました。主力のシ
ステム事業においては、利益率の低い依存販路（OEM）
の完全終了とともに、競争激化により新規顧客の獲得
が進まず、顧客店舗数は減少しました。しかしながら、1
店舗当たりの顧客店舗業績は前年と比較して7％増加し
ており、お客様の業績を上げることで当社のフロウ売上
も上がるという収益構造の確立を図っています。2015
年3月期も先行投資を継続させることで、連結業績は、
売上高60億83百万円、営業利益4億59百万円、経常
利益4億59百万円、当期純利益2億68百万円を見込ん
でいます。今期以降も、システム事業で培ったノウハウ
をマーケティング事業の拡大へ生かすための取り組みを
積極的に進めてまいります。

2014年3月期は、量から質への転換を進
められ、減収減益ながら注力分野で成果
を残されました。それらを反映した業績面

についてお話しください。また、2015年3月期
の業績見通しもお聞かせください。

当社は、創業以来、お客様がネットショップ
を開設するためのシステムの提供を中心に事業

を拡大してきましたが、現在は、ネットショップを開設し
たお客様の売上高を拡大させることで、当社自身も収益
を上げるという共存共栄のビジネスモデルへ事業構造を
変革しています。2014年3月期の連結業績は、ヤフー
ショッピングの完全無料化や、競合の増加など外部環境
の変化に加え、マーケティング事業への積極投資による
費用負担の先行発生があり、売上高58億71百万円、営

Q

A

インタビュアー紹介   高沖 春日（たかおき はるひ）

中小企業診断士。
日本証券新聞社記者、奈良新聞社政治経済部記者を経て、フリー
ライターとして「サンデー毎日」など雑誌媒体に経済記事を執筆。
2001年より中小企業診断士としてコンサルティング事業を開始。
全国各地の商業施設の集客力向上に向けた研修、テナント調査、
店長面談及び指導を行う。

（ 2013年実績：JRタワー札幌、キャナルシティ博多OPA、イオ
ンモール高崎、モレラ岐阜など）
現在、JRタワー札幌（アピア、エスタ、パセオ、ステラプレイス）
店舗支援プロジェクトのコンサルティングリーダーをはじめ、各
地の店舗指導を継続中。
國學院大学、大東文化大学にて販売士養成講座の講師を務める。

代表取締役　石村　賢一
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トップインタビュー
Top Interview

な感覚です。その先に特定の分野に強い提携先（提携メ
ディア）をたくさんもっているという構造になっています。
また、当社が最近、力を入れているコンサルティング

業務にも独自性があります。学術的なメカニズムロジッ
ク手法をとるコンサルティング会社も多い中で、当社は、
お客様にとって有益な数値データの分析を得意としてい
ます。また、お客様の事例に応じた改善を目指すために、
より密度の高いコンサルティングサービスを展開している
点も特徴です。Eコマース市場におけるコンサルティング
業務では、一般的に集客業務を手がけるコンサルティン
グが中心となっていて、結果が求められる密度の高いサー
ビスを提供できる企業はわずかですが、当社はこの分野
を強化していく方針です。
ASP事業はすでに市場成熟期に突入しています。この

先、目指す方向性としては、ターゲットが絞り込まれる
一方、付加価値の高いサービスを提供することで高い利
益率を確保できるアッパーゾーンと、価格面では期待で
きないものの多くの潜在需要が見込まれるボリューム
ゾーンの2極に分かれます。当社は、この2極化するマー
ケットにおいて、それぞれ独自の事業戦略で市場開拓を
推進する方針です。アッパーゾーンにおいては、大型店
を対象に、人手によるきめ細かいコンサルティング業務
を行い、ボリュームゾーンにおいては、超小型店を対象に、
なるべく手間をかけずに安価でサービス提供するという
事業戦略です。当社では、ボリュームゾーンに向けて、
リスティング広告のノウハウや知識をシステム化し、零細
企業や個人企業が簡単に利用できるソフトウェアを開発

今後の収益柱となるマーケティング事業の
育成に力を入れておられますが、貴社のマー
ケティング事業の特徴と、事業拡大に向け

ての具体的な取り組みについてお教えください。

当社のマーケティング事業は、商品検索サイ
ト「park」によるシステム提供と、コンサルティ

ングを中心としたサービス提供で構成されています。
「park」は、同業他社に多いモールのような形状ではあ
りますが、実態は大きく異なります。一般的なモールは、
会員店舗が出店している集合体のようなものですが、当
社の「park」は、会員制という枠がないために開放的で
あり、より多くの店舗に場所を提供している本部のよう

しました。この「シングルハンド」サービスは、他社に類
を見ない業界パイオニアのサービスです。

Eコマースの今後の市場動向と、その中で
高成長が期待できるショップの特性につい
てお教えください。

Eコマース市場は、今後も高い成長が見込ま
れています。Eコマース市場の発展を牽引してき

たのは、何でも揃う「モール」と、中小企業を主体とす
るB to C取引の「アグリゲーター」のみで、個人間取引が
中心の「オークション」や、中小企業から大企業を主体

Q

A

Q

A
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本質や構造を深く知ることができました。その経験上、
インターネットの世界では、過度な利益追求の結果、正
道から外れると、いずれお客様の信頼を失うという認識
があります。お客様とともに成長することをベースに築
いた当社のビジネスモデルは、企業として正しい姿勢
を貫いているという自負があるからこそ、基本とな
る経営方針はこの先も変えるつもりはありませ
ん。今後も、当社の経営方針に賛同してくださ
る株主様のために、できる限り安定した利益
還元を維持していくことが当社の努めである
と考えています。
2014年3月期の期末配当は、業績及

び保有自己株式の増加により、1株
当たり当期純利益が増加したことな
どを勘案し、1株当たり3円増配
し、31円とさせていただきます。
マーケティング事業を拡大し
力強い収益基盤を確立する
当社の成長力にご期待い
ただき、なお一層のご
支援・ご鞭撻を賜り
ますよう、何卒よろ
しくお願い申し上
げます。

とする専門店「ポータル」は、まだ開拓余地が大きい状
況です。このため、両分野は少なくとも現在の2倍以上
の市場規模があると見込んでいます。
当社では、ネットショップの成功ファクターとして「専

門」と「唯一」というキーワードを挙げています。経営
資源が限られている中小ネットショップにとって、様々な
顧客層を対象とし、どこでも買えるような商品を扱う「総
花経営」では今後の成長が期待できません。例を申し上
げますと、当社では毎年、当社のサービスを利用するす
べてのネットショップの中から、受注件数、売上、成長率、
リピート率、会員数の5つの指標から判断し、優秀な店
舗を表彰していますが、優秀店舗の中に、マタニティ服
に特化した専門店があります。同店の商品は、マタニティ
服の概念を覆すお洒落なデザインに特徴があり、多くの
リピーターを集めています。専門性はもちろん、他社には
ない「唯一」の存在となるネットショップが今後も高い成
長力を有しており、当社もこうしたショップを多く輩出す
るためのサポートに力を入れていきたいと考えています。

最後に、株主様へメッセージを
お願いします。

株主様には、当社のお客様も多く、会社のポ
リシーに共感したというお声を多数いただいてい

て、大変感謝しています。私は、情報テクノロジーやイ
ンターネットの世界観に早くから触れることができ、その

Q

A



ASP業から集客コンサル業へ拡張

株式会社プレシジョンマーケティ
ングを子会社化したことにより、
同社のWEBマーケティング手法
と、これまでＥストアーに蓄積さ
れた膨大な実績データを併せた、
費用対効果の高い広告運用が可能
になりました。
また、同社はＥストアーと顧客層
を連携することにより、収益増大
を目指してまいります。

当社は、Google AdWords Premier SME Partnerプログラム（PSP）パートナー
に認定されております。

Google AdWords Premier SME Partnerは、Googleの最高水準の認定基準、透明性、
カスタマーサービスレベルに達しており、各種Google製品及びアカウント管理のトレーニ
ングを完了しております。これにより、中小企業の皆様に対して最も効果的なAdWords
広告のソリューションを提供することが出来ます。

Google AdWords Premier SME Partnerプログラム（PSP）パートナーに認定

「開店屋」から「売上屋」へと転換を推し進め、サービスをご利用されている店舗様の売上・
利益創出の支援を追求しております。
何より最も重要な「お客様の商品が売れる」ための施策として、広告事業を強化しました。

株式会社プレシジョンマーケティングの子会社化

http://www.jelly-beansshop.com

http://www.fcbotiga.jp

http://store.spiral.co.jp

東京・青山の複合文化施設「スパイラル」が運営するオ
ンラインショップ。シンプルなデザインアイテムが揃うイン
テリアショップ「スパイラルマーケット」のアイテムを中心
に、注目の作家・クリエイターのアイテムも販売している。

Service Shop
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主要サービス紹介 お客様ショップ紹介
Product and Service Shop

▍スカイネット株式会社
厳選特産品専門店 匠本舗

産地アラスカへ出向いて直接買付けるカニや、料亭と消費
者双方の意見を取り入れ考案されたオリジナルおせちなど、
厳選した食品を取り扱う専門店です。
お取扱商品：カニ、おせち、海産物などの食品

skynet-c.jp

▍亀田製菓株式会社
亀田製菓ネットショップ

亀田製菓の人気商品である、柿の種・ハッピーターンなど
のお煎餅や、亀田製菓が選ぶ、こだわりの新潟県産のお
米を販売しています。
お取扱商品：お煎餅、お米、おかゆ、発芽玄米、お赤飯、おこわ、サプリメント

kameda-netshop.jp

▍株式会社アイシス
オーガニック生活便

オーガニックコスメ、自然食品など本物のオーガニック・ナ
チュラル商品だけを厳選した、人と地球にやさしいオーガ
ニックな暮らしを提案するセレクトショップです。
お取扱商品：オーガニックコスメ、自然食品

isis-gaia.net

ネットショップのサイト構築から集客、運営、宣伝まで、必要
な機能を初めからすべて揃えて店舗さんに提供するネット
ショップ開店・運営の総合パッケージです。
ブログ感覚であっという間にショップが完成し、注文処理も
機能的でラクに運営できます。成功のためのノウハウが身に
付く「売れる仕組み」も充実。2006年1月よりサービスを開
始して以来、多くの店舗さんからご好評いただいています。

当社が提供する、ネットショップ専用の高機能レンタルサーバーです。ネットショップ運営に
必要な機能がまとめて標準装備されたサーバーで、当社が1999年から運用を続ける安心のブ
ランドです。

park（パーク）
ショップサーブ、サイトサーブ2に標準装備された集客サービスです。
購入意欲の高い消費者がたくさん訪れるショッピングサイトと多数提携しているほか、ブログな
どの個人ページや情報サイトのクチコミ等からも、消費者が舞い込んでくる仕組みです。
出品もワンクリック操作で完了し、手数料も成果報酬型なので、費用対効果の高い集客サービ
スと評判です。
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　活動報告
Topics

■かんたん集客サービス

「シングルハンド」 提供開始� （2013年10月）
singlehand.jp

初心者でもわかりやすい、かんたん集客サービス「シングルハンド」を提供開始しました。

複雑で高コストなイメージのリスティング広告運用を、わかりやすくシンプルにすることで、店舗さん

の広告運用の手間を省いて効率的な運営に貢献します。

・１万円から広告を掲載できます。

・Eコマースの豊富なノウハウを持つ当社コンサルタントが最適な広告運用をおこないます。

・レポートで日々の進捗（キーワード毎の状況など）を確認できます。

■今年も約70店舗を表彰しました。

ネットショップ大賞®2013を開催しました

毎年、当社サービスを利用するすべての店舗さんの中から、優秀な成績を収められた店舗さん

をネットショップ大賞として表彰しています。今年も約70店舗を、売上高や成長率などを基準

に選定し表彰しました。当日は授賞式のほか、交流会も開催し、大手企業や個人事業主、初

めてネットショップを始めた方など、キャリアも商売の規模もジャンルもさまざまな店長さんが

一堂に会し、活発な意見交換がおこなわれました。
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財務状況推移

顧客流通額推移

トピックス

328,787

591,967

顧客流通額
顧客数
売上高
経常利益
当期純利益

4,068,981

47,262社

945.9億円

280,713
503,686

5,337,150

32,773社

930.8億円

２月 当社設立 ７月 ショッピングカート
「ストアツール」提供
開始

９月 レンタルサーバー「サ
イトサーブ」提供開始

３月 株式会社大阪有線放送
社（現 株式会社USEN）
と販売提携

６月 ソニーコミュニケー
ションネットワーク株
式会社（現ソネットエ
ンタテインメント株式
会社）、株式会社ジャ
ングルと販売提携

２月 株式会社日本レジス
トリサービスと業務
提携

５月 グローバルメディアオ
ンライン株式会社（現 
GMOインターネット
株式会社）と販売提携

９月 ナスダックジャパン
（現 JASDAQ）に上場

３月 メルボルンIT社（豪国）
と業務提携

４月 レンタルサーバー「サ
イトサーブ」リニュー
アル

４月 ショッピングカート
「ス ト ア ツ ー ル」リ
ニューアル

６月 商号を「株式会社イー
ス ト ア ー」か ら「株
式会社Ｅストアー」に
変更

７月 株式会社テレウェイ
ヴ（現 株式会社アイフ
ラッグ）と業務・資本
提携

６月 コマースリンク株式
会社と業務提携

７月 東京都港区に本店移
転

11月 ヤフー株式会社と業
務提携

 株式会社カカクコム
と業務提携

１月 独自ドメインネット
ショップ総合支援サー
ビス「ショップサーブ」
提供開始

11月 ウェブショップ送客
モール「ショッピング
フィード」提供開始

５月 レンタルサーバー「サ
イトサーブ2」提供開
始

12月 ベトナム・ホーチミン
市にシステム開発拠
点を開設

２月 携帯サイト「ショッ
ピングフィード・モ
バイル」提供開始

３月 ヤフー株式会社と資
本提携

８月 株式会社主婦の友社
と業務提携（ef、11月S 
Cawaii!、12月mina、
2010年1月GISELe、
6月Ray）

12月 「ショッピングフィー
ド」提携媒体数50サイ
ト突破

10月　Googleショッピングと
パートナー契約

６月　スマートフォン 対 応
ASP「Ｅストアーモバ
イル」提供開始

６月　株式会社プ
レシジョン
マーケティ
ングを連結
子会社化

７月　ウェルネット
株 式 会 社 と
業務提携
決済代行サー
ビスを拡充

９月　Google AdWords 
Premier SME 
Partnerプログラム

（PSP）パートナー
に認定

９月　「Ｅストアー
コ ネクト」
提供開始
SNS連動強
化

７月　事業拠点とし
て札幌市内に
コ ー ル セ ン
ター「札幌マー
ケティングファ
クトリー」開設

10月　34ジャンル の
キュレーターがお
すすめするショッ
ピ ン グ サ イト

「park」開設

第16期
2014年3月期

323,822
554,115

5,871,104

389,753

659,362

5,962,932

21,733社

890.8億円

28,865社

926.9億円

 4月　商品デー
タフィード
サービス
「パーク・
マーケッ
トプレイ
ス」を提供
開始

10月　かんたん
集客サー
ビス「シン
グルハン
ド」を提供
開始
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Ｅストアーの歩み
History

総 資 産（千円） 3,777 598,887 995,174 1,377,803 1,347,060 1,671,454 1,735,308 1,990,600 
純 資 産（千円） 3,313 489,655 661,660 1,207,975 1,254,741 1,513,172 1,250,224 1,346,800 
一株当たり当期純利益（円） -83.58 111.27 46.10 43.80 10.37 11.88 21.28 25.24
一株当たり純資産（円） 41.42 131.25 177.35 292.43 303.75 293.05 254.87 274.55
E B I T D A（千円）※ -6,754 47,092 326,204 354,861 122,718 131,139 232,308 278,934 
※営業利益＋減価償却費（CF） （注1）当社は、2013年10月1日付けで普通株式1株につき普通株式100株の割合で株式分割を行っています。上表の一株当たり当期純利益及び一株当たり純資産は、1999年より当該株式分割を行われたと仮定して数値を記載しております。
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4,068,981

47,262社

945.9億円

280,713
503,686

5,337,150

32,773社

930.8億円

２月 当社設立 ７月 ショッピングカート
「ストアツール」提供
開始

９月 レンタルサーバー「サ
イトサーブ」提供開始

３月 株式会社大阪有線放送
社（現 株式会社USEN）
と販売提携

６月 ソニーコミュニケー
ションネットワーク株
式会社（現ソネットエ
ンタテインメント株式
会社）、株式会社ジャ
ングルと販売提携

２月 株式会社日本レジス
トリサービスと業務
提携

５月 グローバルメディアオ
ンライン株式会社（現 
GMOインターネット
株式会社）と販売提携

９月 ナスダックジャパン
（現 JASDAQ）に上場

３月 メルボルンIT社（豪国）
と業務提携

４月 レンタルサーバー「サ
イトサーブ」リニュー
アル

４月 ショッピングカート
「ス ト ア ツ ー ル」リ
ニューアル

６月 商号を「株式会社イー
ス ト ア ー」か ら「株
式会社Ｅストアー」に
変更

７月 株式会社テレウェイ
ヴ（現 株式会社アイフ
ラッグ）と業務・資本
提携

６月 コマースリンク株式
会社と業務提携

７月 東京都港区に本店移
転

11月 ヤフー株式会社と業
務提携

 株式会社カカクコム
と業務提携

１月 独自ドメインネット
ショップ総合支援サー
ビス「ショップサーブ」
提供開始

11月 ウェブショップ送客
モール「ショッピング
フィード」提供開始

５月 レンタルサーバー「サ
イトサーブ2」提供開
始

12月 ベトナム・ホーチミン
市にシステム開発拠
点を開設

２月 携帯サイト「ショッ
ピングフィード・モ
バイル」提供開始

３月 ヤフー株式会社と資
本提携

８月 株式会社主婦の友社
と業務提携（ef、11月S 
Cawaii!、12月mina、
2010年1月GISELe、
6月Ray）

12月 「ショッピングフィー
ド」提携媒体数50サイ
ト突破

10月　Googleショッピングと
パートナー契約

６月　スマートフォン 対 応
ASP「Ｅストアーモバ
イル」提供開始

６月　株式会社プ
レシジョン
マーケティ
ングを連結
子会社化

７月　ウェルネット
株 式 会 社 と
業務提携
決済代行サー
ビスを拡充

９月　Google AdWords 
Premier SME 
Partnerプログラム

（PSP）パートナー
に認定

９月　「Ｅストアー
コ ネクト」
提供開始
SNS連動強
化

７月　事業拠点とし
て札幌市内に
コ ー ル セ ン
ター「札幌マー
ケティングファ
クトリー」開設

10月　34ジャンル の
キュレーターがお
すすめするショッ
ピ ン グ サ イト

「park」開設

第16期
2014年3月期

323,822
554,115

5,871,104

389,753

659,362

5,962,932

21,733社

890.8億円

28,865社

926.9億円

 4月　商品デー
タフィード
サービス
「パーク・
マーケッ
トプレイ
ス」を提供
開始

10月　かんたん
集客サー
ビス「シン
グルハン
ド」を提供
開始

History
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2,457,916 2,501,655 2,814,528 3,202,889 3,383,110 4,012,746 4,434,045 3,468,006 総 資 産

1,143,279 1,326,163 1,476,280 1,571,173 1,619,091 1,809,283 2,120,712 1,037,769 純 資 産

29.97 49.68 51.11 63.65 75.67 66.01 91.65 97.87 一 株 当 た り 当 期 純 利 益

245.05 284.26 316.43 350.13 380.21 421.68 491.72 329.95 一 株 当 た り 純 資 産

410,021 519,915 533,733 651,660 790,918 714,257 848,786 741,957 E B I T D A

（注2）第13期までは非連結のため、Ｅストアー単体の数字を用いてます。
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連結財務諸表（要旨）
Financial Data

財務のポイント

Point 1   資産
当連結会計年度末における資産の残高は、34億6,800
万円となりました。その主な内訳は、現金及び預金20
億500万円、売掛金7億2,200万円、ソフトウェア1億
9,900万円、工具、器具及び備品1億4,800万円、敷
金1億2,700万円です。

Point 2   負債
当連結会計年度末における負債の残高は、24億3,000
万円となりました。その主な内訳は、預り金13億9,500
万円、買掛金4億1,200万円、長期借入金（1年内返済
予定含む）2億3,300万円です。

Point 3   純資産
当連結会計年度末における純資産の残高は、10億
3,700万円となりました。その主な内訳は、資本金5億
2,300万円、資本剰余金5億3,900万円、利益剰余金
22億2,100万円、自己株式22億8,700万円であり、自
己資本比率は28.7%となりました。

Point 4   キャッシュ・フローの状況
当連結会計年度における営業活動による資金の増加
は、4億4,300万円となりました。主な増加要因は、税
金等調整前当期純利益5億5,800万円、減価償却費 
1億9,000万円であり、減少要因は、法人税等の支払
額2億9,000万円、売上債権の増加7,800万円です。

■ 連結株主資本等変動計算書　自 2013年４月１日　至 2014年３月31日� （単位：千円）

株主資本 その他の
包括利益
累 計 額

新　株
予約権

少数株主
持　　分

純資産
合　計資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本

合　　計
2013年４月１日 残高 523,328 539,416 2,016,317 △991,853 2,087,209 3,815 2,239 27,448 2,120,712
事業年度中の変動額

剰余金の配当 △119,070 △119,070 △119,070
当期純利益 323,822 323,822 323,822
自己株式の取得 △1,299,900 △1,299,900 △1,299,900
自己株式の処分（新株予約権の行使） 64 4,265 4,329 △1,492 2,836
株主資本以外の項目の事業年度中の変動額（純額） △4,257 13,624 9,367

事業年度中の変動額合計 ― 64 204,752 △1,295,634 △1,090,817 △4,257 △1,492 13,624 △1,082,943
2014年３月31日 残高 523,328 539,480 2,221,070 △2,287,487 996,391 △442 746 41,073 1,037,769

■ 連結損益計算書 

区　　分 金額（千円）

売上高 5,871,104

売上原価 4,023,766

売上総利益 1,847,338

販売費及び一般管理費 1,295,809

営業利益 551,529

営業外収益 6,122

営業外費用 3,536

経常利益 554,115

特別利益 13,399

特別損失 8,729

税金等調整前当期純利益 558,786

法人税、住民税及び事業税 204,276

法人税等調整額 16,953
少数株主損益調整前
当期純利益 337,556

少数株主利益 13,733

当期純利益 323,822

自 2013年４月１日
至 2014年３月31日

■ 連結包括利益計算書

区　　分 金額（千円）

少数株主損益調整前当期純利益 337,556
その他の包括利益 △4,366
包括利益 333,189

（内訳）
親会社株主に係る包括利益 319,565
少数株主に係る包括利益 13,624

自 2013年４月１日
至 2014年３月31日

■ 連結キャッシュ・フロー計算書 

区　　分 金額（千円）

営業活動による
キャッシュ・フロー 443,581

投資活動による
キャッシュ・フロー 283,104

財務活動による
キャッシュ・フロー △1,197,933

現金及び現金同等物に
係る換算差額 3,118

現金及び現金同等物の
増減額（△は減少） △468,129

現金及び現金同等物の
期首残高 2,473,534

現金及び現金同等物の
期末残高 2,005,405

自 2013年４月１日
至 2014年３月31日

■ 連結貸借対照表 

区　　分 金額（千円）

（資産の部）
流動資産 2,847,360
固定資産 620,646
　有形固定資産 159,486
　無形固定資産 216,212
　投資その他の資産 244,948
資産合計 3,468,006
（負債の部）
流動負債 2,291,068
固定負債 139,168
負債合計 2,430,237
（純資産の部）
株主資本 996,391
　資本金 523,328
　資本剰余金 539,480
　利益剰余金 2,221,070
　自己株式 △2,287,487
その他の包括利益累計額 △442
新株予約権 746
少数株主持分 41,073
純資産合計 1,037,769
負債純資産合計 3,468,006

2014年3月31日現在
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株式の状況（2014年3月31日現在）
Stock Information

発行可能株式総数� 20,654,400株
発行済株式総数� 5,163,600株
株主数� 1,439名

▪株主分布状況

自己名義株式
2,145,100株
41.54％

金融商品
取引業者
46,040株
0.89％

外国法人等
227,700株
4.42％

金融機関 36,400株
0.70％

個人・その他
1,605,860株
31.10％

その他の法人
1,102,500株
21.35％

所有者別分布状況

合計
5,163,600株

1株～4株
1,024人
71.16％

 5株～9株
 195人
13.55％

10株～49株
172人

11.95％

50株～99株
22人
1.53％

100株以上  26人
1.81％

所有株数別分布状況

合計
1,439人

●100～499株 16人
　61.54%
●500～999株 4人
　15.38%
●1,000～4,999株 4人
　15.38%
●5,000～9,999株 1人
　3.85%
●10,000株以上 1人
　3.85%

内　訳

▪株価チャート（2014年5月31日現在）

出来高
（株）

13/04 13/06 13/08 13/10 13/12

株価（円）

14/02 14/04

500

0

1,000

1,500

2,000

0

125,000

250,000

事 業 年 度 ４月１日から翌年３月31日まで
期末配当金受領株主確定日 ３月31日
中間配当金受領株主確定日 ９月30日
定 時 株 主 総 会 毎年６月
株 主 名 簿 管 理 人 三菱UFJ信託銀行株式会社
特別口座の口座管理機関 三菱UFJ信託銀行株式会社
同 連 絡 先 三菱UFJ信託銀行株式会社  証券代行部

〒137-8081	 東京都江東区東砂七丁目10番11号
	 TEL：0120-232-711（受付時間：平日 9:00〜17:00）

公 告 方 法 電子公告により行う。
http://Estore.co.jp/
（ただし、電子公告によることができない事故その他のやむを得ない事由が生じたときは、
日本経済新聞に公告いたします。）

〈ご注意〉
１．株券電子化に伴い、株主様の住所変更、買取請求その他各種お手続

きにつきましては、原則、口座を開設されている口座管理機関（証
券会社等）で承ることとなっております。

　　口座を開設されている証券会社等にお問い合わせください。株主名
簿管理人（三菱UFJ信託銀行）ではお取り扱いできませんのでご注
意ください。

2．特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつきましては、
三菱UFJ信託銀行が口座管理機関となっておりますので、上記特別
口座の口座管理機関（三菱UFJ信託銀行）にお問い合わせくださ
い。なお、三菱UFJ信託銀行全国各支店にてもお取次ぎいたします。

３．未受領の配当金につきましては、三菱UFJ信託銀行本支店でお支払
いいたします。

当社は、2013年10月1日付けで普通株式1株につき普通株式100株の割合で株式分割を行っています。
株価および出来高は株式分割時に権利落修正を行っています。

株主メモ



会社概要（2014年3月31日現在）

会社名 株式会社Ｅストアー

証券コード 4304
上場証券取引所 東京証券取引所　JASDAQ

本社所在地 〒105-0003 東京都港区西新橋一丁目10番2号

設立 1999年2月17日

資本金 5億2,332万円

従業員数 連結185名　単体170名

役員 代表取締役　　石村　賢一

取　締　役　　髙﨑　青史

取　締　役　　柳田　要一

取　締　役　　今村　文哉

常勤監査役　　田村　　誠

社外監査役　　岩出　　誠

社外監査役　　中村　　渡

（2014年６月24日現在）

連結子会社 株式会社プレシジョンマーケティング

事業内容 Ｅストアーは企業における電子商取引（EC）のあらゆるサービス
の提供によりＥコマースの成長と発展に寄与しています。

◦ドメイン取得手続代行
◦ネットショップ構築
◦�ホスティング、決済、認証、販促、管理
◦�ECコンサルティング
◦ショッピングカート機能
「ストアツール」

◦レンタルサーバー
「サイトサーブ」

◦ネットショップ総合パッケージ
「ショップサーブ」

◦日本最大級の商品検索サイト
「park（パーク）」

◦ECサイトに特化したアドネットワーク
「parkマーケットプレイス」

◦かんたん集客サービス
「シングルハンド」

◦広告販売
◦書籍販売
◦セミナー企画、開催

Estore.jp


